平成２８年度三重県鈴鹿山麓研究学園都市センター

植栽管理業務委託仕様書
１　一般事項

　１．１　目的

　　　この仕様書は、三重県鈴鹿山麓研究学園都市センターの植栽管理業務委託に関する仕様を定め、業務を合理的かつ効率的に実施し、良好な場内の環境維持を目的とする。
1． ２　契約期間

契約締結日から平成２８年８月３１日
　１．３　適用範囲

　　　契約書及び委託設計仕様書（図面を含む）以外は、本仕様書による。

　１．４　受託者の負担の範囲

　　（１）業務の実施に必要な電気、水道等の光熱水料は、特記が有る場合に限り受託者
の負担とする。

　　（２）業務に必要な機械、資機材、消耗品等は、受託者の負担とする。

　　（３）作業従事者に供する便所・洗面所については、甲の施設を使用できるものとす
る。ただし、甲の施設の開館時間内に限る。
　１．５　業務管理計画

　　　受託者は、業務の実施に先立ち次に掲げる事項について計画しなければならない。

　　（１）受託内容を検討し受託期間における気候条件、利用条件、及び植物の生理生態特性をふまえた各管理作業の管理計画。

　　（２）実施体制、実施要領（施工方法）、実施工程、安全管理、環境対策等業務を適正に実施するため、必要な業務計画。

　１．６　提出書類

　　　契約を締結したときは、次に掲げる書類を提出しなければならない。

　　　①　契約（契約条項）締結に伴う書類の一切。

　　　②　前項の管理･業務計画書。

　　　③　その他発注者が求める書類。

　１．７　業務の安全管理及び危険防止

　　（１）業務の実施にあたり関係法令に従い安全衛生に関する管理を行わなければなら
ない。

　　（２）業務の実施にあたり常に整理整頓を行い、危険場所には、必要な安全措置を講
じ事故の防止に努めなければならない。

　１．８　業務の報告

　　　業務が終了したときは、次に掲げるものを提出しなければならない。

　　　①　業務写真（着手前、各工程、作業終了後）、資材検収写真

　　　②　委託業務完成報告書

１．９　暴力団不当介入
（１）乙は、業務の履行にあたって暴力団、暴力団関係者又は暴力団関係法人等（以下暴力団等という。）による不当介入を受けたときは、次の義務を負うものとします。
ア　断固として不当介入を拒否すること。
イ　警察に通報するとともに捜査上必要な協力をすること。
ウ　委託者に報告すること。
エ　業務の履行において、暴力団等による不当介入を受けたことにより工程、納期等に遅れが生じる等の被害が生じるおそれがある場合は、委託者と協議を行うこと。

（２）乙が（１）のイ又はウの義務を怠ったときは、三重県の締結する物件関係契約からの暴力団等排除要綱第７条の規定により三重県物件関係落札資格停止要綱に基づく落札資格停止等の措置を講じます。

２　管理作業

　２．１　植栽管理工

　　２．１．１　刈込み

　　　特記がない場合は、総刈りとし低刈込み（寄せ植え）及び生垣刈込みの刈り込みと
する。

　　２．１．２　収集及び処分

　　　刈り込みによる発生材は、速やかに収集し場外処理・処分しなければならない。

　　　ただし、可能な限り再資源化（堆肥化等）に努めること。

３　その他
植栽管理作業に伴うスケジュールについて、甲または三重県鈴鹿山麓研究学園都市センターの日常管理業務を委託している太平美装興業株式会社の現地担当者と十分調整すること。

[現地担当者の連絡先]
　〒512-1211　三重県四日市市桜町3684-11
　　　　三重県鈴鹿山麓研究学園都市センター　

総合管理業務受託会社　太平美装興業株式会社

　電　話：０５９－３２９－３６０１

　ＦＡＸ：０５９－３２９－８０１６

　受付時間　午前9時～午後4時（土・日を除く）
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